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2広報せきかわ　2009・９月号 

【打撃成績】 　　　　打得安点振球犠盗失  

二回戦（対 藤井学園寒川）　 4 0 2 0 2 0 0 0 0  

三回戦（対 日本航空石川）　 4 0 3 0 0 0 0 0 0  

準々決勝（対 立正大淞南）　5 1 1 0 1 0 0 0 0  

準決勝（対 県岐阜商）　　　3 0 0 0 1 1 0 0 0  

決勝（対 中京大中京）　　　5 0 1 0 3 0 0 0 0  

　　　　　 　　　　打得安点本三二犠球盗振失打率 

　 　 　 　 　 　 　 21 1 7 0 0 0 0 0 1 0 7 0 0.333

　
春
の
選
抜
大
会
に
続
き
、
八
月

八
日
か
ら
阪
神
甲
子
園
球
場
で
開

幕
し
た
「
第
九
十
一
回
全
国
高
校

野
球
選
手
権
大
会
」
に
出
場
し
た
、

日
本
文
理
高
校
の
伊
藤
直
輝
さ
ん

（
上
関
）
と
若
林
尚
希
さ
ん
（
下

関
）
が
、
見
事
に
甲
子
園
準
優
勝

と
い
う
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。 

 

伊
藤
さ
ん
は
投
手
、
若
林
さ
ん

は
捕
手
の
バ
ッ
テ
リ
ー
と
し
て
全

試
合
フ
ル
出
場
し
、
大
活
躍
し
ま

し
た
。
日
本
文
理
は
大
会
六
日
目

の
二
回
戦
か
ら
登
場
。
エ
ー
ス
伊

藤
さ
ん
の
熱
投
と
若
林
さ
ん
の
好

守
で
、
藤
井
学
園
寒
川
を
下
し
、

甲
子
園
夏
初
勝
利
。
勢
い
に
乗
っ

た
日
本
文
理
は
、
そ
の
後
も
勝
ち

進
み
、
新
潟
県
勢
初
の
決
勝
戦
へ

進
む
大
躍
進
と
な
り
ま
し
た
。 

　
決
勝
の
中
京
大
中
京
戦
は
惜
し

く
も
敗
れ
、
準
優
勝
だ
っ
た
も
の

の
、
日
本
文
理
高
校
が
最
終
回
で

見
せ
た
驚
異
的
な
粘
り
は
、
球
史

に
残
る
名
勝
負
と
な
り
ま
し
た
。 

 

大
会
で
の
日
本
文
理
高
校
の
躍

進
、「
Ｗ
な
お
き
」
の
活
躍
は
、
村

民
を
は
じ
め
新
潟
県
民
に
大
き
な

夢
と
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。 

甲
子
園
球
場
に
は
、
ス
ポ
少
団
員

や
一
般
村
民
な
ど
延
べ
六
百
人
が

応
援
に
駆
け
付
け
ま
し
た
。 

� � 村
で
は
、
関
川
中
学
校
の
大
画
面

に
向
か
っ
て
「
伊
藤
・
若
林
コ
ー

ル
」
の
熱
い
声
援
を
送
り
ま
し
た
。 

「
Ｗ
な
お
き
」
の 

　
　
　
活
躍
に 

　村
民
も
大
き
な
感
動 

甲子園で声援を送る応援団 関川中学校でのパブリックビュー 

大会通算成績 

写真提供：新潟日報社 

写真提供：新潟日報社 

ダ
ブ
ル ダ

ブ
ル 



3 広報せきかわ　2009・９月号 

【投手成績】 　　　　回　打　安　振　球　失　責 

二回戦（対 藤井学園寒川）　 9　34　8　10　2　3　2 

三回戦（対 日本航空石川）　9　34　10　13　0　5　5 

準々決勝（対 立正大淞南）　9　35　7　 7　 4　3　3 

準決勝（対 県岐阜商）　　　9　34　6　11　3　1　1 

決勝（対 中京大中京）　　　8　46　17　8　 5　10　10 

　　　　　　　　　　　 回 球数 打者 安 振 球 失 責 防御率 

　　　　　　　　　　　 44 656 183 48 49 14 22 21 4.30 

【打撃成績】　　　　　　　打得安点振球犠盗失  

二回戦（対 藤井学園寒川）　 4 0 0 0 1 0 0 0 1  

三回戦（対 日本航空石川）　 4 1 3 6 1 0 1 0 0  

準々決勝（対 立正大淞南）　4 2 2 0 0 1 0 0 0  

準決勝（対 県岐阜商）　　　3 1 1 0 0 0 1 0 0  

決勝（対 中京大中京）　　　5 0 1 2 1 0 0 0 0  

　　　　　　　　　　　 打得安点本三二犠球盗振失打率 

　　　　　　　　　　　 20 4 7 8 1 0 2 2 1 0 3 1 0.350

▲熱戦が終わり、準優勝の銀メダルを胸に行進する
　伊藤投手と若林捕手 

▲ピンチを切り抜けた、エースの伊藤
　直輝さんと若林尚希さんがタッチ　
　　　　　　　　　　（県岐阜商戦） 

◇「
五
試
合
全
て
ス
タ
ン
ド
で
応
援
し
て
、

　
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。
二
人
の
よ
う

　
に
甲
子
園
の
舞
台
に
立
ち
た
い
と
思
い

　
ま
し
た
」 

　
　
（
渡
辺
駿
太
さ
ん
・
６
年
・
上
関
） 

◇
「
二
人
と
も
本
当
に
よ
く
が
ん
ば
り
ま

　
し
た
。
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
」 

　
　
（
上
関
女
性
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
観
戦
） 

◇
「
二
人
の
活
躍
は
、
関
川
村
に
夢
と
元

　
気
を
与
え
て
く
れ
た
。
村
の
誇
り
で
す
」 

　
　
　
　
　
（
下
関
男
性
・
球
場
観
戦
） 

◇
「
甲
子
園
で
の
二
人
の
活
躍
は
心
か
ら

　
感
動
し
、
大
変
勇
気
を
も
ら
い
ま
し
た
」 

　
　
　
（
栃
木
県
男
性
・
祝
福
メ
ー
ル
） 

◇
「
素
晴
ら
し
い
関
川
出
身
バ
ッ
テ
リ
ー

　
に
拍
手
喝
さ
い
で
す
」 

　
　
　
（
千
葉
県
男
性
・
祝
福
メ
ー
ル
） 

２人の活躍に大きな感動の声 

写真提供：新潟日報社 

大会通算成績 

大会通算成績 

写
真
提
供
‥
新
潟
日
報
社 



4広報せきかわ　2009・９月号 

　
八
月
八
日
、
関
川
中
学
校
を
会
場
に
「
い
じ
め
根
絶
関
川
村
民
集
会
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
集
会
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
村
教
育
委
員
会
の
主
催
で
行
わ
れ

た
も
の
。
こ
の
集
会
を
通
し
て
児
童
・
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
、
い
じ
め

に
対
す
る
意
識
を
高
め
、
学
校
や
家
庭
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
い
じ

め
を
許
さ
な
い
社
会
に
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。 

 

　
い
じ
め
根
絶
関
川
村
民
集
会
に

は
、
村
内
五
つ
の
小
学
校
の
四
年

生
以
上
の
児
童
と
関
川
中
学
校
の

全
校
生
徒
を
は
じ
め
、
教
育
関
係

者
や
保
護
者
な
ど
約
四
百
二
十
人

が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
集
会
で
は
、
司
会
な
ど
を
含
め

す
べ
て
子
ど
も
た
ち
が
主
体
で
進

行
。
各
学
校
で
の
い
じ
め
問
題
へ

の
取
り
組
み
発
表
や
、
今
年
の
集

会
テ
ー
マ
に
も
な
っ
て
い
る
「
絆
」

を
深
め
る
共
同
作
業
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
い
じ
め
根
絶
標
語

の
入
選
者
を
表
彰
し
た
ほ
か
、
落

語
家
の
林
家
花
丸
さ
ん
を
講
師
に

招
い
て
講
演
会
を
実
施
。
参
加
者

全
員
が
い
じ
め
根
絶
に
向
け
て
意

識
を
高
め
ま
し
た
。 

今
年
の
テ
ー
マ
は
「

絆
」 

認
め
合
い
・
か
か
わ
り
合
い
・
支
え
合
い 

い
じ
め
を 

　
許
さ
な
い 

　
　
社
会
づ
く
り 

▲参加した児童・生徒一人ひとりのメッセージが 
　込められたパネル 

2009 
いじめ根絶 
関川村民集会 



5 広報せきかわ　2009・９月号 

　この集会は、関川村からいじめを無くすた

めに、いじめについてよく考える会です。 

　今年は、小・中学生が一緒になって楽しみ

ながらいじめについて考えられるように、講

師をお呼びし、落語を通じて考えてもらうよ

うな新しい企画を取り入れました。今年の集

会テーマは「絆」です。来年には５つの小学

校が統合するので、今日の企画を通じて他の

小学校の友だちと交流を深めても良いと思い

ます。また、友だちと仲良くすることも、い

じめをなくすことにつながるので、有意義な

集会にしましょう。　（原文の一部を掲載） 

　
人
権
講
演
会
は
、
落
語
家
で
関

西
お
笑
い
タ
レ
ン
ト
の
林
家
花
丸

さ
ん
を
講
師
に
お
招
き
し
ま
し
た
。 

　
生
の
落
語
を
聞
い
て
大
笑
い
に

な
っ
た
後
の
講
演
で
は
「
人
は
そ

れ
ぞ
れ
個
性
が
あ
り
、
違
っ
て
当

た
り
前
。
一
人
ひ
と
り
が
、
自
分

や
周
囲
の
人
を
大
切
に
し
ま
し
ょ

う
」
と
、
会
場
を
歩
き
な
が
ら
語

り
か
け
ま
し
た
。
ま
た
、
「
心
の

病
は
レ
ン
ト
ゲ
ン
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
に
は

写
り
ま
せ
ん
が
、
表
情
に
写
り
ま

す
。
皆
さ
ん
は
、
心
の
病
を
診
る

こ
と
が
で
き
る
名
医
に
な
っ
て
く

だ
さ
い
」
と
約
束
し
、
い
じ
め
や

差
別
問
題
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。 

「
心
の
病
を
治
せ
る 

　
名
医
に
な
っ
て 

　
　
　
く
だ
さ
い
」 

実
行
委
員
長 

　
　
あ
い
さ
つ 

 

伊
藤
　
賢
人
さ
ん 

　(

関
川
中
３
年
・
辰
田
新)

　
今
年
の
集
会
テ
ー
マ
「
絆
」
に

合
わ
せ
て
、
小
学
生
か
ら
中
学
生

ま
で
が
十
八
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
、
絆
を
深
め
る
共
同
作
業
を
行

い
ま
し
た
。 

　
作
業
は
、
関
川
産
の
ヒ
ノ
キ
の

木
材
に
、
一
人
ひ
と
り
が
い
じ
め

根
絶
に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書

い
て
、
そ
れ
を
全
員
で
パ
ネ
ル
に

貼
り
付
け
、
そ
の
パ
ネ
ル
同
士
を

合
わ
せ
る
と
「
絆
」「
愛
」「
友
」

の
三
文
字
が
完
成
す
る
も
の
。
共

同
作
業
を
通
じ
て
、
友
情
や
思
い

や
り
の
心
を
育
み
ま
し
た
。 

一
人
ひ
と
り
が 

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込
め
た 

　
　
　
　
共
同
作
業 

　
昨
年
に
引
き
続
き
、
各
学
校
で

日
ご
ろ
か
ら
実
施
し
て
い
る
、
い

じ
め
根
絶
に
向
け
た
取
り
組
み
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。
い
じ
め
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
や
呼
び
捨
て
・
あ
だ

名
、
言
葉
使
い
に
つ
い
て
話
し
合

い
を
行
っ
た
こ
と
な
ど
、
各
学
校

で
行
わ
れ
て
い
る
取
り
組
み
に
つ

い
て
考
え
合
い
ま
し
た
。 

各
学
校
で
も 

い
じ
め
根
絶
に
向
け
て 

　
　
様
々
な
取
り
組
み 

各
小
・
中
学
校
の
代
表
が 

分
か
り
や
す
く
発
表 

� 

・手をつなごう　そんな心が　うれしいな 
　　　　　　　　　　　　高橋　理彩（５年・大石） 

・ありがとう　あなたの笑顔で　がんばれる 
　　　　　　　　　　　　長野　涼夏（６年・上土沢） 

・「やめようよ」その一言が　第一歩 
　　　　　　　　　　　　山口　奈緒（６年・蛇喰） 

・お互いの　気持ち知れば　いじめ０ 
　　　　　　　　　　　　山本　智夏（１年・滝原） 

入
選
し
た
四
人
に
は
、
表
彰
状 

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。 

� 

いじめ根絶標語入選作品　＊敬称略 

ゼロ 
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選挙・61歳 

堀
　
文
夫
（
湯
沢
） 

選挙・58歳 

高
橋
　
正
（
上
土
沢
） 

選挙・61歳 

新
野
達
雄
（
金
丸
） 

改良区推薦・69歳 

内
山
壽
介
（
大
島
） 

選挙・61歳 

本
部
良
平
（
南
中
） 

選挙・61歳 

伊
藤
新
一
（
下
関
） 

議会推薦・58歳 

本
間
弘
好
（
安
角
） 

下越農済推薦・67歳 

中
束
征
美
（
蕨
野
） 

農協推薦・65歳 

小
澤
清
一
（
小
見
前
新
田
） 

　
平
成
二
十
一
年
七
月
八
日
告
示
、
七
月
十
三
日
執
行
の
農
業
委
員
会
一

般
選
挙
は
、
無
投
票
に
よ
っ
て
五
人
の
委
員
が
決
定
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
村
議
会
、
に
い
が
た
岩
船
農
業
協
同
組
合
、
下
越
農
業
共
済
組

合
、
村
土
地
改
良
区
の
推
薦
委
員
四
人
が
加
わ
り
、
九
人
の
農
業
委
員
が

決
ま
り
ま
し
た
。
任
期
は
、
平
成
二
十
一
年
八
月
一
日
か
ら
二
十
四
年
七

月
三
十
一
日
ま
で
の
三
年
間
と
な
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
） 

地
域
農
業
を
サ
ポ
ー
ト
す
る 

　
農
業
委
員
さ
ん
決
定 

　農地の権利移転・設定・転用（農地を農

地以外の用途に使うこと）については、許

可制度となっていて、この審査を行い、判

断をするのが農業委員会です。農業委員会

は毎月定期的に開催され、皆さんから出さ

れた申請に基づいて審査を行います。 

　そのほか、農地の有効活用や農業振興の

ための調査や指導・普及、農業者年金に関

することや、農地相談なども行っています。

　皆さんの中で、農地の貸し借りや転用、

農業者年金などのことで相談したいことが

ありましたら、お気軽にご相談ください。 

■問い合わせ先 
　　農業委員会事務局（農林観光課内） 
　　☎ 6 4―1 4 4 7

多岐にわたる 
　　委員会のしごと 

＊
敬
称
略 

会　　　　長 高　橋　　　正 

堀　　　文　夫 会長職務代理 

新　野　達　雄 部 会 長  

本　部　良　平 副部会長 

小　澤　清　一 部 会 長  

伊　藤　新　一 副部会長 

農地部会 

農業振興 
部　　会 

委
員
構
成 

　
　
も
決
定 
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秋の全国交通安全運動 秋の全国交通安全運動 

　
今
回
は
、
村
の
長
寿
番
付
と
し

て
、
男
女
そ
れ
ぞ
れ
上
位
二
十
人

を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
現
在
、
村
の
総
人
口
は
六
千
八

百
二
十
五
人
（
七
月
末
現
在
）
。

そ
の
う
ち
六
十
五
歳
以
上
の
人
口

は
、
二
千
三
百
五
十
四
人
で
、
全

体
の
三
四
・
五
％
を
占
め
て
い
ま

す
。 

　
二
十
一
日
の
敬
老
の
日
は
、
お

じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に

日
ご
ろ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
、

一
緒
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま

し
ょ
う
。 

＊長寿者本人または家族の方から承諾をいただいた方を掲載しました。 

村の長寿者番付  
＊８月25日現在（敬称略） 

氏　　名 

八　幡　安　治 

米　野　佐　一 

高　橋　喜　作 

横　山　刃　蔵 

和　田　忠　吾 

横　山　森之介 

高　橋　榮　吉 

伊　藤　茂　治 

石山　庄左エ門 

渡　邉　鉄　雄 

佐　藤　伴　治 

傳　　　與之吉 

樋　口　忠太郎 

市　井　茂　七 

伊　藤　正　五 

高橋　重右エ門 

井　上　二　郎 

近　　　　　清 

伊　藤　末　吉 

高　橋　五　郎 

集落名 

高　瀬 

小　見 

大　石 

久　保 

勝　蔵 

久　保 

大　石 

大　島 

朴　坂 

下　関 

下　関 

大　島 

下　関 

山　本 

下　関 

蛇　喰 

上土沢 

宮　前 

　沼 

下　関 

氏　　名 

渡　邉　チ　エ 

高　橋　ミ　イ 

佐　藤　信　江 

平　田　フ　ク 

大　島　サ　ク 

小　澤　タ　メ 

伊　藤　ミドリ 

青　塚　ア　イ 

高　橋　サ　キ 

五十嵐　フ　ミ 

山　口　キ　ヨ 

渡　邉　ヨ　シ 

近　　　ミ　ネ 

大　島　リ　イ 

中　束　キ　ク 

佐　藤　ス　ミ 

佐　藤　ギ　ン 

和　田　ミ　エ 

八　幡　リ　ン 

小　池　初　井 

集落名 

小和田 

金　俣 

深　沢 

小　見 

上野新 

平内新 

　沼 

松　平 

蛇　喰 

上川口 

蛇　喰 

打　上 

宮　前 

上野新 

蕨　野 

大　島 

朴　坂 

下　関 

聞　出 

下　関 

年齢 

98 

97 

97 

96 

95 

95 

94 

94 

94 

93 

93 

93 

93 

92 

92 

92 

92 

92 

92 

91

年齢 

102 

101 

101 

100 

100 

99 

98 

97 

97 

97 

97 

96 

96 

95 

95 

95 

95 

95 

95 

95

 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20

男　　　　性 女　　　　性 

午後４時から午後８時にかけて 

　交通死亡事故が多くなります 

　これからの時期は、夕暮れが早ま

ることから交通事故が多くなります。 

　運転者は、早めにライトを点灯し、

歩行者の早期発見に努めましょう。

　また歩行者は、白色や黄色などの

明るい服装を心がけるとともに、夜

　　　　　　　　　　光反射材など

　　　　　　　　　　を積極的に活

　　　　　　　　　　用して、交通

　　　　　　　　　　事故防止に努

　　　　　　　　　　めましょう。 

　夕暮れの早まりと秋の行楽期が重なる時期に交通事故が多発するこ

とから、広く県民に交通安全思想の普及・浸透を図り、交通ルールの

尊守と正しい交通マナーの実践を習慣付けることにより、交通事故防

止の徹底を図ることを目的としています。 

 
　運動の重点 

○ 高齢者の交通事故防止 

○ 夕暮れ時と夜間の歩行中・ 
　　自転車乗用中の交通事故防止 

○ 全ての座席のシートベルトと 
　　チャイルドシートの正しい着用の徹底 

○ 飲酒運転の根絶 

９月21日～ 
９月30日 
 
～ 夕暮れの 危険を減らせ 早めのライト ～ 

早めのライトオンと 

明るい服装が命を守る 
秋の全国交通安全運動 

９月30日（水）は「交通事故死ゼロを目指す日」 
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7
月
31
日 

　
臨
時
村
議
会 

議
会
の
構
成 

補

正

予

算

 

村

道

路

線 

人

　

　

事

 

議 会 の  
動 　 き  

　
七
月
三
十
一
日
に
臨
時
村
議
会
が
開
か
れ
、
提
案
さ
れ
た
議
案
な

ど
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
正
副
議
長
を
は
じ
め
、
各
常
任
委
員
会
な
ど
議
会
の
構
成

に
つ
い
て
も
決
定
し
ま
し
た
。 

　
こ
こ
で
は
、
そ
の
主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。
（
敬
称
略
） 

■
正
副
議
長 

▽
議
　
　
長
　
高
橋
　
八
男 

▽
副

議

長
　
渡
辺
　
健
作 

■
各
常
任
委
員
会 

―
総
務
厚
生
常
任
委
員
会
― 

▽
委

員

長
　
津
野
　
庄
衛 

▽
副
委
員
長
　
大
沼
　
久
夫 

▽
委
　
　
員 

　
平
田
ゆ
か
り
　
高
橋
　
八
男 

　
中
倉
　
虎
治
　
山
口
　
好
郎 

―
産
業
建
設
常
任
委
員
会
― 

▽
委

員

長
　
伊
藤
　
理
助 

▽
副
委
員
長
　
渡
辺
　
秀
雄 

▽
委
　
　
員 

　
須
貝
　
謙
一
　
渡
辺
　
健
作 

　
近
　
　
良
平
　
山
口
　
和
夫 

 

―
議
会
運
営
委
員
会
― 

▽
委

員

長
　
大
沼
　
久
夫 

▽
副
委
員
長
　
須
貝
　
謙
一 

▽
委
　
　
員 

　
伊
藤
　
理
助
　
津
野
　
庄
衛 

　
渡
辺
　
健
作 

―
広
報
対
策
特
別
委
員
会
― 

▽
委

員

長
　
平
田
ゆ
か
り 

▽
副
委
員
長
　
須
貝
　
謙
一 

▽
委
　
　
員 

　
伊
藤
　
理
助
　
津
野
　
庄
衛 

　
大
沼
　
久
夫
　
近
　
　
良
平 

■
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
四
号
） 

＊
―
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
千
九

十
万
円
を
追
加
し
総
額
五
十
五
億

四
千
八
百
十
万
円
と
す
る
。 

■
女
川
郷
一
八
一
号
線
（
朴
坂
地

内
）
の
路
線
変
更 

＊
―
路
線
の
終
点
に
つ
い
て
変
更

し
た
も
の
で
す
。 

■
下
越
清
掃
セ
ン
タ
ー
組
合
議
会

議
員 

▽
高
橋
　
八
男
　
渡
辺
　
健
作 

　
津
野
　
庄
衛 

■
農
業
委
員
会
選
任
委
員
の
推
薦 

＊
―
農
業
委
員
会
の
議
会
推
薦
委

員
に
つ
い
て
、
本
間
弘
好
さ
ん 

（
安
角
）
を
選
任
し
ま
し
た
。 

 

総務省主催 

地上デジタルテレビ説明会 
　総務省では、2011年７月24日の地上デジタルテレビ放

送への完全移行に向け、テレビ受信者の皆さんが円滑に

デジタル化に対応していただけるよう、村民ならびに高

齢者の方を対象とした地上デジタル化準備説明会（無料） 

を開催します。 

　この機会にぜひご参加下さい。 

◆内　容：地上デジタル放送への移行理由や受信方法についての説明。実際にアンテナによるデジタル放送

　　　　　の受信やリモコン操作の体験もできます。また、可能な限り個別の相談にも応じます。　 

◆期　間：2009年９月１日～９月24日の期間中　全５回開催 

◆会　場：総務省より会場一覧を全戸配布しますので、ご覧ください。 

　　　　　※事前の申込みは必要ありません。参加費は無料です。 

◆問い合わせ先： 

　　デジサポ新潟説明会事務局 ☎０２５－２８８－０５３５または総務課企画財政班 ☎６４－１４７６ 

地上デジタル放送は、高画質映像、高音質音声、
データ放送など、多様なサービスが可能になります。 

ご参加ください
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　この石は、五十嵐一男さん

（上川口）が、関川中学校へ

登っていく、通称元気坂の付

近に落ちているのを何気なく

発見したもの。房総半島もあ

って、日本地図のように見え

るとても珍しい模様の石です。 

もしや!? 宝の地図？ 
　
第
六
十
回
新
潟
県
消
防
大
会
・

ポ
ン
プ
操
法
競
技
会
が
八
月
二
日
、

新
潟
テ
ル
サ
（
新
潟
市
）
を
会
場

に
し
て
開
催
さ
れ
、
村
上
市
岩
船

郡
を
代
表
し
て
村
消
防
団
の
第
六

分
団
が
出
場
し
ま
し
た
。 

　
第
六
分
団
は
昨
年
に
引
き
続
き
、

小
型
ポ
ン
プ
の
部
に
出
場
。
地
元

集
落
や
消
防
団
な
ど
か
ら
駆
け
つ

け
た
約
八
十
人
の
大
応
援
団
の
声

援
に
こ
た
え
、
連
日
の
練
習
の
成

果
を
発
揮
。
成
績
は
参
加
十
八
チ

ー
ム
中
、
第
十
四
位
と
悔
し
い
結

果
で
し
た
が
、
出
場
し
た
選
手
の

皆
さ
ん
は
、
力
を
出
し
切
っ
た
様

子
で
し
た
。
　 

　
選
手
の
皆
さ
ん
、
団
員
の
皆
さ

ん
、
そ
し
て
家
族
の
皆
さ
ん
、
長

期
間
の
練
習
や
応
援
、
大
変
お
疲

れ
さ
ま
で
し
た
。 

◇第６分団選手紹介（敬称略） 
　指揮者：新野太一郎（金丸） 

　１番員：菅原　将之（片貝） 

　２番員：伊藤　祐太（ 沼 ） 

　３番員：八幡　忠隆（片貝） 

　補助員：伊藤　浩昭（聞出） 

関
川
村
消
防
団
第
６
分
団（
九
ケ
谷
） 

　
村
上
市
岩
船
郡
代
表
と
し
て 

　
　
　
　
　
　
　
県
大
会
へ
出
場 

　
七
月
三
十
日
、
川
北
小
学
校
体

育
館
で
「
夕
ぐ
れ
コ
ン
サ
ー
ト
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
川
北
小
学
校
の
全
校

児
童
で
行
う
、
風
の
子
宿
泊
体
験

教
室
に
合
わ
せ
て
開
か
れ
た
も
の
。 

　
コ
ン
サ
ー
ト
に
は
、
県
立
旧
津

川
高
校
（
現
・
阿
賀
黎
明
高
校
）

の
音
楽
ク
ラ
ブ
混
声
合
唱
団
の
草

創
期
の
団
員
二
十
七
人
が
来
校
。

か
つ
て
の
恩
師
で
、
現
・
川
北
小

学
校
非
常
勤
講
師
の
豊
田
征
子
さ

ん
（
小
見
）
が
「
来
年
の
三
月
で

閉
校
す
る
児
童
た
ち
に
、
思
い
出

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
い
」
と
声
を

掛
け
た
と
こ
ろ
、
約
四
十
年
ぶ
り

に
豊
田
さ
ん
の
も
と
へ
団
員
が
再

結
集
し
ま
し
た
。 

　
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
合
唱
団
の

皆
さ
ん
が
「
夏
は
来
た
れ
り
」「
ど

じ
ょ
っ
こ
ふ
な
っ
こ
」
「
ソ
ー
ラ

ン
節
」
な
ど
の
民
謡
を
中
心
に
、

混
声
合
唱
や
男
声
・
女
声
合
唱
で

約
二
十
曲
を
披
露
。
校
舎
に
響
き

わ
た
る
素
敵
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
に
児

童
や
保
護
者
、
地
域
の
方
な
ど
約

百
五
十
人
が
耳
を
澄
ま
せ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
コ
ン
サ
ー
ト
の
後
半
で

は
、
全
校
児
童
三
十
三
人
と
一
緒

に
な
っ
て
全
員
合
唱
。
川
北
小
学

校
閉
校
記
念
式
典
で
歌
う
「
記
念

樹
」
を
、
合
唱
団
の
皆
さ
ん
と
声

高
ら
か
に
歌
い
上
げ
ま
し
た
。 

　
合
唱
を
終
え
た
豊
田
さ
ん
は 

「
機
会
を
与
え
て
く
れ
た
学
校
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。
久
し
ぶ
り
に

集
ま
っ
た
メ
ン
バ
ー
の
歌
声
は
変

わ
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
、

感
激
し
た
様
子
で
し
た
。 

子どもたちと一緒に 
　　　40年ぶりの歌声を披露 

川北小学校で夕ぐれコンサート 
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横
山
征
平
さ
ん
（
下
関
）
に
、

環
境
省
自
然
環
境
局
長
か
ら
表
彰

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

　
横
山
さ
ん
は
、
平
成
四
年
か
ら

平
成
二
十
一
年
ま
で
の
十
七
年
間
、

自
然
公
園
指
導
員
を
務
め
、
長
年

に
わ
た
っ
て
動
植
物
の
保
護
や
自

然
環
境
の
美
化
清
掃
、
登
山
者
の

事
故
防
止
な
ど
、
適
正
な
登
山
の

推
進
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。 

　
横
山
さ
ん
は
「
今
後
も
引
き
続

き
安
全
な
野
外
活
動
に
陰
な
が
ら

協
力
し
て
い
き
た
い
」
と
、
抱
負

を
語
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

自
然
環
境
保
護
活
動
に
表
彰
状 

横

山

征

平
さ
ん 

表 
　彰 

　
夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動
に
合

わ
せ
て
、
七
月
二
十
五
日
、
「
交

通
安
全
指
導
所
」
が
国
道
一
一
三

号
線
川
口
橋
の
チ
ェ
ー
ン
着
脱
所

に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。 

　
指
導
所
に
は
、
村
上
地
区
交
通

安
全
協
会
関
川
支
部
や
ト
キ
ち
ゃ

ん
ク
ラ
ブ
、
村
の
交
通
安
全
指
導

員
、
村
上
警
察
署
な
ど
か
ら
約
三

十
人
が
参
加
。
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着

用
や
安
全
運
転
を
呼
び
掛
け
る
啓

発
チ
ラ
シ
な
ど
を
、
山
形
県
方
面

か
ら
訪
れ
る
約
百
三
十
台
の
ド
ラ

イ
バ
ー
へ
手
渡
し
ま
し
た
。 

安
全
運
転
で 

い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い 

　
八
月
一
日
、「
き
り
で
夏
ま
つ
り
」

が
土
沢
小
学
校
で
開
催
さ
れ
、
地

域
の
皆
さ
ん
約
三
百
人
が
夏
の
ひ

と
と
き
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

　
ま
つ
り
は
、
小
学
校
と
霧
出
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
計
画
し
た
も
の
で
、

今
年
で
三
回
目
。
当
日
は
あ
い
に

く
の
雨
模
様
の
た
め
体
育
館
で
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
閉
校
前

と
い
う
こ
と
も
あ
り
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。 

　
午
後
六
時
か
ら
始
ま

っ
た
子
ど
も
の
部
で
は
、

子
ど
も
た
ち
が
練
習
を

重
ね
た
幾
地
集
落
の
盆

踊
り
を
再
現
。
そ
の
ほ

か
、
上
土
沢
集
落
の
伝

統
芸
能
・
剣
舞
も
披
露

さ
れ
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
の
大
人
の
部

で
は
、
大
島
、
上
土
沢
、

幾
地
そ
れ
ぞ
れ
の
お
囃
子
に
よ
る

盆
踊
り
を
実
施
。
焼
き
そ
ば
や
か

き
氷
な
ど
も
振
る
舞
わ
れ
、
代
わ

る
代
わ
る
に
踊
り
の
輪
に
加
わ
り
、

体
育
館
に
は
夜
遅
く
ま
で
お
囃
子

が
響
き
渡
り
ま
し
た
。 

霧
出
地
域
一
体
の
夏
ま
つ
り 
盛
大
に
開
催 

　一般国道290号「桂小長谷バイパス」の整備区間の
一部が、平成21年９月３日（木）15時から供用開始さ
れます。これにより、現道の幅員狭小や線形の不良が
解消され、より安全で円滑な交通が確保されます。 

◆開通区間 
　関川村山本～胎内市小長谷地内　延長2.35㎞ 

一般国道290号「桂小長谷バイパス」 
が9月3日（木）に開通します 

問い合わせ先：県新発田地域振興局地域整備部道路課 
　　　　　　　☎０２５４－２６－９５６３ 

�
関
川
村
山
本
地
内 
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輝

く

新

成

人

輝

く

新

成

人

 

 

 

　国土交通省が昨年実施した水質調査で、関

川村を流れる清流・荒川の水質が全国で最も

きれいだということが分かりました。荒川の

水質日本一は、平成14年から平成16年の水

質調査ランキングで３年連続となって以来、

３年ぶり４回目。 

　この調査は、国が管理する全国166の河川

を対象に実施したもので、全国で最も水質が

良かったのは荒川など６河川。水質は、水質

汚染の元となる有機物の指標、生物化学的酸

素要求量（ＢＯＤ）の年間平均値で比較した

もので、荒川など６河川はいずれも１㍑当た

り、ＢＯＤ値が0.5㎎/�の数値でした。これ

からもきれいな荒川を大切にしましょう。 

清流・荒川の水質 
３年ぶりに日本一に返り咲き 

　
八
月
十
五
日
、
村
民
会
館
を
会
場
に
「
第
五
十
五
回
関
川

村
成
人
式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
今
年
の
該
当
者
は
一
九
八
八
年
度
（
昭
和
六
十
三
年
度
）

生
ま
れ
の
八
十
六
人
。
そ
の
う
ち
六
十
五
人
が
式
典
に
出
席

し
、
晴
れ
の
門
出
を
迎
え
ま
し
た
。 

輝

く

新

成

人

 

　
ト
キ
め
き
新
潟
国
体
に
持
ち
寄

る
関
川
村
の
炬
火
は
、
関
川
村
の

誕
生
日
、
八
月
一
日
に
霊
峰
・
光

兎
山
（
標
高
九
六
六
・
三
�
）
で

採
火
し
た
「
太
陽
の
火
」
と
八
月

十
五
日
の
成
人
式
で
採
火
し
た 

「
未
来
の
火
」
、
八
月
二
十
九
日

の
大
し
た
も
ん
蛇
ま
つ
り
で
採
火

さ
れ
た
「
文
化
の
火
」
を
一
つ
に

ま
と
め
た
「
小
さ
く
て
も
キ
ラ
リ

と
光
る
村
の
火
」
で
す
。 

　
こ
の
炬
火
は
、
九
月
二
十
六
日

の
開
会
式
で
県
内
三
十
一
市
町
村

の
炬
火
と
一
つ
に
な
り
ま
す
。 

国
体
炬
火
は 

３
つ
の
火
を 

　
　
　
集
火 

� 光
兎
山
で
採
火
し
た
「
太
陽
の
火
」。 

採
火
方
法
は
、
凹
面
鏡
を
利
用
し

た
集
光
式
採
火
で
行
い
ま
し
た
。 

成
人
式
の
式
典
終
了
後
に
採
火
さ

れ
た
「
未
来
の
火
」
。
新
成
人
が

見
守
る
中
行
わ
れ
ま
し
た
。 

� 
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健康せきかわ21健康せきかわ21健康せきかわ21

 

　
九
月
に
入
り
、
こ
れ
か
ら
は
運

動
し
や
す
く
な
る
季
節
を
迎
え
ま

し
た
。 

　
運
動
不
足
に
な
る
と
、
体
の
筋

力
や
免
疫
力
が
弱
く
な
り
、
生
活

習
慣
病
な
ど
の
病
気
に
か
か
り
や

す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
体
の
柔

軟
性
や
バ
ラ
ン
ス
能
力
が
低
下
し

て
、
け
が
を
し
や
す
く
な
っ
た
り
、

肥
満
の
原
因
に
も
な
っ
た
り
し
ま

す
。 

　
運
動
は
、

健
康
な
体
づ

く
り
に
は
な

く
て
は
な
ら

な
い
も
の
な

の
で
す
。 

　
自
分
の
健

康
づ
く
り
、

体
力
づ
く
り

の
た
め
に
も

ぜ
ひ
、
運
動

に
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
。 

 

　
今
年
の
二
月
に
、
二
十
歳
か
ら

六
十
四
歳
の
村
民
の
方
を
対
象
に

「
運
動
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
」

を
行
い
ま
し
た
。 

　
「
健
康
せ
き
か
わ
21
」
の
運
動

部
会
で
は
、
こ
の
結
果
を
も
と
に
、

今
後
の
具
体
的
な
対
策
を
再
検
討

し
て
い
き
ま
す
。
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　
な
お
、
今
回
は
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

　
以
上
の
よ
う
に
運
動
習
慣
の
あ

る
人
は
一
八
・
三
％
と
ま
だ
ま
だ

少
な
い
状
況
で
す
。
県
平
均
（
二

四
・
八
％
）
に
比
べ
て
も
少
な
い

結
果
で
し
た
。
ま
た
、
運
動
習
慣

の
な
い
人
の
運
動
で
き
な
い
理
由

と
し
て
は
、
時
間
に
余
裕
が
な
い

と
答
え
た
方
が
六
三
・
三
％
い
て
、

半
数
以
上
を
占
め
て
い
ま
し
た
。 

　
い
ざ
「
運
動
し
て
み
よ
う
か
な
」

と
い
う
気
に
な
っ
て
も
、
時
間
が

と
れ
な
か
っ
た
り
、
面
倒
だ
っ
た

り
…
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
み
て

も
、
な
か
な
か
運
動
に
取
り
組
め

な
い
方
が
多
い
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
ま
ず
は
、
自
分
の
生
活
習
慣

を
見
直
し
、
歩
く
歩
数
を
増
や
す
、

テ
レ
ビ
を
観
な
が
ら
ス
ト
レ
ッ
チ

す
る
な
ど
、
出
来
そ
う
な
こ
と
か

ら
は
じ
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

　
運
動
で
は
な
く
、
身
体
活
動
と

い
う
観
点
か
ら
、
毎
日
し
て
い
る

こ
と
を
ち
ょ
っ
と
増
や
し
て
、
活

動
的
な
毎
日
を
送
り
ま
し
ょ
う
。 

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
で
す 

　運
動
習
慣
を 

　
　
　
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う 

運
動
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
報
告
し
ま
す 

出
来
る
こ
と
か
ら 

　
　
始
め
ま
し
ょ
う 

＊
今
月
の
「
健
康
講
座
」
は
、

　
お
休
み
し
ま
す
。 

　
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

　10月11日(日)は、３年ぶりに「村民運動会」
が開催されます。子どもからお年寄りまで、運
動を楽しむ良い機会ですので、ぜひご参加くだ
さい。（写真は平成18年の村民運動会のようす） 

◆運動習慣のある人 
　（１回30分以上の運動を週２回以上実施している人）の割合 

◆運動習慣のない人が運動のできない理由 

（参考） 

運動習慣のある人 

新潟県平均　24.8％ 

人数 割合 

2,801人 アンケート対象者数 100.0％ 

512人 運動習慣のある人 18.3％ 

2,289人 運動習慣のない人 81.7％ 

時間に余裕がない 
63.3％ 

面倒 
22.7％ 

体を動かすのがキライ 
　2.3％ 

その他　6.2％ 
必要と思わない 
　5.5％ 

時間に余裕がない 
63.3％ 

面倒 
22.7％ 
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高齢者の権利擁護 

　
近
年
、
家
庭
や
施
設
で
の
高
齢

者
虐
待
が
表
面
化
し
、
社
会
的
な

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
　
　 

　
虐
待
が
起
こ
る
背
景
に
は
、
人

間
関
係
上
の
問
題
な
ど
様
々
な
要

因
が
あ
り
ま
す
が
、
認
知
症
や
寝

た
き
り
の
方
に
対
す
る
「
介
護
疲

れ
」
な
ど
、
介
護
負
担
に
関

す
る
割
合
も
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。 

■
高
齢
者
虐
待
と
は
？ 

　
高
齢
者
が
身
近
な
人
か
ら

様
々
な
形
で
不
当
な
扱
い
を

受
け
て
い
る
状
態
を
い
い
ま

す
。
平
成
十
八
年
に
「
高
齢

者
虐
待
の
防
止
、
高
齢
者
の

養
護
者
に
対
す
る
支
援
等
に

関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
虐
待
を

受
け
て
い
る
方
に
限
ら
ず
、

虐
待
を
し
て
い
る
方
も
支
援

す
る
法
律
で
す
。 

■
高
齢
者
虐
待
の
分
類 

身
体
的
虐
待

…
殴
る
、
つ
ね
る
、

蹴
る
な
ど
の
暴
力
。
動
か
な
い
よ

う
に
縛
る
な
ど
。 

介
護
・
世
話
の
放
棄
、
放
任

…

必
要
な
食
事
、
入
浴
や
排
せ
つ
な

ど
の
世
話
を
し
な
い
、
必
要
な
治

療
を
受
け
さ
せ
な
い
な
ど
。 

心
理
的
虐
待

…
怒
鳴
っ
た
り
、

の
の
し
っ
た
り
な
ど
の
言
葉
の
暴

力
や
無
視
し
て
口
を
き
か
な
い
な

ど
。 

性
的
虐
待

…
同
意
の
な
い
性
的

接
触
や
嫌
が
ら
せ
な
ど
。 

経
済
的
虐
待

…
必
要
な
金

銭
を
渡
さ
な
い
、
使
わ
せ
な

い
、
高
齢
者
の
年
金
や
預
貯

金
を
勝
手
に
使
う
な
ど
。 

■
高
齢
者
虐
待
の
予
防
に
は 

　
虐
待
を
受
け
て
い
る
高
齢

者
の
う
ち
、
約
六
割
の
方
に

認
知
症
が
み
ら
れ
ま
す
。
介

護
は
家
族
が
す
る
の
が
当
た

り
前
と
い
う
周
り
の
一
言
が
、

介
護
者
を
追
い
詰
め
、
十
分

な
介
護
が
で
き
な
く
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
認
知
症
を

正
し
く
理
解
し
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
上
手
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

　
高
齢
者
虐
待
は
身
近
に
起
こ
り

得
る
問
題
で
す
。
高
齢
者
や
家
族

の
ち
ょ
っ
と
し
た
変
化
に
早
く
気

づ
き
、
み
ん
な
で
声
を
掛
け
合
い
、

支
え
合
う
こ
と
が
虐
待
の
予
防
に

な
り
ま
す
。 

高齢者の権利擁護 

　将来受給する老齢基礎年金を増額する方法として、通常の保険料に 

月々400円の付加保険料を加えて納付し、付加年金を受給する方法が 

あります。 

　付加保険料を納付することができるのは、任意加入している被保険者を含む第１号被保険者の方です。ただし、 

第１号被保険者の方であっても、保険料の免除を受けている方や国民年金基金に加入している方は、付加保険料を

納付できません。 

　上乗せされる付加年金の年金額は、付加保険料を納付し

た月数で異なり、年金支給額は「付加保険料の納付月数×

200円」となります。 

　つまり、保険料400円に対して年金額200円ですから、65

歳から老齢基礎年金を受給すれば、受給開始から２年間で

付加保険料相当分の年金を受け取ることができます。（利

息や物価変動を考えなければ、受給開始後の２年間で元本

を回収できます） 

「付加年金制度」を 
　　　　ご利用ください 

国民年金 
保 険 料  

★老齢基礎年金を繰上げ受給（60歳～64歳の間に受給開

　始）または繰下げ受給（66歳以降からの受給開始）す

　る場合は、付加年金も繰上げ・繰下げ受給となり、老

　齢基礎年金の減額率・増額率と同様に減額・増額され

　ることになります。 

付加年金制度に関するお問い合わせは、住民福祉課住民班　℡６４－１４７１まで 

国民年金マスコット 
　　　ゆめありくん 

付加保険料を10年間(120か月)支払った場合

　　　　400円×120か月＝48,000円 
 

 

◇受け取れる付加年金額 

・１年目(65歳)　200円×120か月＝24,000円 

・２年目(66歳)　200円×120か月＝24,000円 

　　（２年で支払い金額と同額の48,000円） 

・３年目(67歳)　200円×120か月＝24,000円 
 

　　　　以降、毎年受け取ることができます 

 

注）物価スライドによる受取額の変更はありません。 

〜 
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　暑かった夏も、日に日に秋らしい風を感じられるようになりました。秋の夜長、虫の声に耳を澄ま

せながら本に目を落とす。そんな過ごし方も良いかもしれませんね。 

13（日）26（土） 

20（日）　　　 

「おおきなおおきなねこ」 
せな　けいこ作　Eセ 

「１Ｑ８４　Book１・Book２」 
村上　春樹　著　９１３ム 

　毎年十五夜になると、カッパた
ちがやってきて大暴れ！おばあさ
んが困っていると、おおきなおお
きな動物がやってきて…。十五夜
のよみきかせにぴったりの絵本。 

　村上春樹の話題作、ついに関川
村図書室に上陸！そこに描かれて
いるのは1984年を舞台にした近
過去「こうであったかもしれない
世界」。貸出予約受付中です。 

みんなできてね！おもちゃも作るよ！ 

　
八
月
十
八
日
か
ら
二
泊
三
日
の

日
程
で
、
宿
泊
体
験
教
室
「
関
川

チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ク
ー
ル
」
が
、
県

少
年
自
然
の
家
（
胎
内
市
）
を
会

場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
教
室
は
、
子
ど
も
た
ち
が

集
団
生
活
を
通
し
て
、
友
だ
ち
と

協
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
や
学
校

間
で
の
交
流
を
深
め
て
も
ら
お
う

と
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、

今
年
は
五
つ
の
小
学
校
か
ら
五
年

生
四
十
八
人
が
参
加
。
子
ど
も
た

ち
は
活
動
係
や
寝
具
係
、
生
活
係

な
ど
に
分
か
れ
て
、
集
団
生
活
を

行
い
ま
し
た
。 

　
開
校
式
の
後
は
、
海
洋
セ
ン
タ

ー
に
移
動
し
て
カ
ヌ
ー
体
験
を
開

始
。
カ
ヌ
ー
初
挑
戦
の
渡
辺
樹
さ

ん
（
南
赤
谷
）
は
「
最
初
は
落
ち

そ
う
だ
っ
た
け
ど
、
ス
イ
ス
イ
進

ん
だ
の
で
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で

す
」
と
、
に
っ
こ
り
で
し
た
。 

　
ま
た
、
各
学
校
で
の
活
動
発
表

や
創
作
活
動
、
き
も
だ
め
し
な
ど
、

ふ
だ
ん
家
で
は
で
き
な
い
経
験
に
、

子
ど
も
た
ち
の
表
情
は
い
き
い
き

し
て
い
ま
し
た
。 

小学校統合に向けて 
　　　　　集団合宿で交流 
　　～関川チャレンジスクール～ 
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横

山

元

気
さ
ん 

（
打
　
上
） 

　8月15日に行われた「第55回関川村成人式」

に出席していた、横山元気さんにお話を聞きま

した。 

 

―成人を迎えた感想は？ 

　正直あまり実感が湧きませんでした。小さい

頃にテレビ番組で見た成人式は「とにかく大人！」

という印象が強かったのですが、会ってみると

久し振りなはずなのに、みんなほとんど変わっ

ていなかったので、「大人！」という印象があ

まり感じられなかったです。 

―成人式に出席してみていかがですか？ 

　みんなほとんど変わっていなくて安心しまし

た。自分は現在、神奈川で仕事をしていますが、

こういう変わらないということが何よりも一番

嬉しかったです。 

―今、夢中になっているものは？ 

　仕事ですね。あまり他のことに時間を掛けら

れない毎日を送っているので、特に趣味といっ

ても漫画や小説を読んだり、休日に買い物に出

かけたりするというのが趣味といったところで

しょうか。 

―これから関川村に望むことは？ 

　変わらないでいてくれるのが一番ですね。子

どもの頃から見知ったお店などは、帰ってきた

時に「まだやってるんだ」と、思うだけで嬉し

くなります。 

 

げ
ん
　

き 

　
八
月
五
日
、
生
涯
学
習
課
主
催

の
子
ど
も
体
験
教
室
「
化
石
発
掘

と
サ
ワ
ガ
ニ
採
り
」
が
、
朴
坂
地

内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
夏
休
み
を
利
用
し
て
、

子
ど
も
た
ち
に
自
然
を
満
喫
し
て

も
ら
お
う
と
行
わ
れ
た
も
の
で
、

村
内
の
小
学
生
十
人
が
参
加
。
約

百
万
年
前
、
ま
だ
村
が
海
だ
っ
た

時
代
の
貝
の
化
石
な
ど
を
ハ
ン
マ

ー
で
砕
き
な
が
ら
て
い
ね
い
に
採

取
し
ま
し
た
。
平
田
永
輝
さ
ん
（
四

年
・
平
内
新
）
は
「
初
め
は
難
し

か
っ
た
け
ど
、
た
く
さ
ん
化
石
が

採
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
化
石
発
掘
後
は
小
川
で

サ
ワ
ガ
ニ
採
り
に
挑
戦
。
ぬ
か
る

み
に
足
を
取
ら
れ
な
が
ら
も
夢
中

で
サ
ワ
ガ
ニ
を
探
し
ま
し
た
。
大

き
い
サ
ワ
ガ
ニ
を
採
っ
た
平
田
優

希
さ
ん
（
三
年
・
滝
原
）
は
「
家

で
大
切
に
育
て
た
い
で
す
」
と
満

足
気
で
し
た
。 

自然を満喫しながら 
　　　　お宝を発見!!

▲夢中で化石を探す子どもたち 

朴坂で子ども体験教室 

　
子
ど
も
た
ち
が
夏
休
み

に
入
っ
た
こ
と
で
行
動
範

囲
が
広
が
る
こ
と
か
ら
、

日
常
の
危
険
防
止
を
学
ぼ

う
と
、
教
育
委
員
会
主
催
の
「
子

ど
も
の
安
全
対
策
講
習
会
」
が
、

八
月
五
日
、
村
民
会
館
大
ホ
ー
ル

を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
講
師
は
、
村
上
市
ス
ク
ー
ル
ガ

ー
ド
・
リ
ー
ダ
ー
で
元
警
視
庁
警

察
官
の
瀬
賀
忠
悦
さ
ん
（
村
上
市

下
相
川
）
。
講
演
で
は
、
交
通
安

全
や
不
審
者
対
策
、
水
難
事
故
防

止
に
つ
い
て
、
自
身
の
経
験
談
を

交
え
な
が
ら
分
か
り
や
す
く
説
明

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
瀬
賀
さ
ん
は
「
夏
休
み
は
、
子

ど
も
た
ち
の
開
放
感
か
ら
、
交
通

事
故
に
遭
う
ケ
ー
ス
が
多
い
。
ま

た
、
不
審
者
対
策
な
ど
の
防
犯
意

識
は
年
々
高
ま
っ
て
い
る
が
、
子

ど
も
が
助
け
を
求
め
て
き
た
時
は
、

思
い
や
り
を
も
っ
て
対
応
し
て
く

だ
さ
い
」
と
説
明
し
、
参
加
者
は

防
犯
意
識
を
高
め
て
い
ま
し
た
。 

子どもたちを 

　　事故から守ろう 

安全対策講習会を開催 
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中
学
生
が
日
頃
考
え
て
い
る
意
見
や
主
張
、
社

会
、
学
校
、
地
域
、
家
族
の
こ
と
な
ど
を
発
表
す

る
「
関
川
中
学
校
わ
た
し
の
主
張
大
会
」
が
七
月

二
十
四
日
、
関
川
中
学
校
体
育
館
で
開
か
れ
ま
し

た
。 

　
今
年
の
題
材
は
「
友
だ
ち
・
家
族
・
ふ
る
さ
と
」。

各
学
年
か
ら
選
ば
れ
た
代
表
六
人
が
、
六
分
以
内

と
い
う
規
定
の
な
か
、
言
葉
一
つ
ひ
と
つ
に
心
を

込
め
力
強
く
発
表
し
ま
し
た
。 

　
審
査
の
結
果
、
郡
市
大
会
（
県
村
上
健
康
福
祉

事
務
所
主
催
）
出
場
者
に
佐
藤
姫
乃
さ
ん
（
二
年
・

湯
沢
）
を
選
出
。
佐
藤
さ
ん
は
、
八
月
三
十
日
に

行
わ
れ
た
郡
市
大
会
で
発
表
を
行
い
ま
し
た
。 

＊
発
表
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。
発
表
順
。 

　
「
ば
ぁ
ば
は
、
い
つ
で
も
姫
乃

の
味
方
だ
か
ら
ね
」
電
話
を
切
る

時
、
毎
回
祖
母
が
か
け
て
く
れ
る

言
葉
で
す
。
祖
母
は
東
京
に
住
ん

で
い
て
会
う
の
は
難
し
い
で
す
が
、

そ
れ
で
も
私
は
い
つ
も
優
し
い
祖

母
が
大
好
き
で
す
。
そ
の
祖
母
に

電
話
を
か
け
る
の
は
、
悩
み
ご
と

や
相
談
し
た
い
こ
と
が
あ
っ
た
り
、

母
と
喧
嘩
し
て
し
ま
っ
た
時
で
す
。

い
つ
も
祖
母
は
最
後
ま
で
話
を
聞

い
て
く
れ
、
そ
し
て
優
し
く
話
し

て
く
れ
ま
す
。
そ
の
話
か
ら
は
、

学
ぶ
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
私
に
と
っ
て
人
生
の
先

輩
に
学
ぶ
と
い
う
こ
と
で
す
。
さ

ら
に
こ
れ
か
ら
も
っ
と
学
ぶ
こ
と

も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
す
べ
て
毎

日
に
生
か
し
、
い
つ
か
は
祖
母
の

よ
う
に
誰
か
を
勇
気
づ
け
ら
れ
る

人
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

人
生
の
先
輩 

 

佐 藤 姫 乃さん 

（２年・湯沢） 

　
僕
は
運
動
す
る
こ
と
が
大
好
き

で
す
。
中
学
生
に
な
っ
て
剣
道
部

と
特
設
陸
上
部
に
入
り
ま
し
た
。 

　
剣
道
部
の
大
会
や
毎
日
の
練
習

の
た
び
に
、
親
は
眠
そ
う
な
顔
を

し
な
が
ら
も
学
校
へ
送
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
陸
上
部
の
大
会
は
朝
が

早
く
て
大
変
で
す
が
、
き
ち
ん
と

学
校
へ
送
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

　
そ
の
う
ち
に
僕
の
中
に
親
に
感

謝
す
る
気
持
ち
が
生
ま
れ
、
ど
う

伝
え
よ
う
か
と
思
い
ま
し
た
。
直

接
言
う
だ
け
で
は
な
く
、
行
動
や

気
づ
か
い
で
表
せ
ば
い
い
と
気
づ

き
ま
し
た
。
例
え
ば
、
布
団
を
先

に
敷
い
て
お
い
た
り
し
て
、
親
の

負
担
を
減
ら
す
の
で
す
。 

　
皆
さ
ん
は
、
送
り
迎
え
を
し
て

く
れ
る
親
に
感
謝
し
て
い
ま
す
か
。

親
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
て
み

ま
せ
ん
か
。 

親
へ
の
感
謝 

 

須 貝 祥 智さん 

（１年・中束） 

　
私
は
将
来
、
福
祉
の
仕
事
に
つ

い
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
総
合
」
の
福
祉
講
演
会
で
「
福

祉
と
は
、
お
年
寄
り
が
幸
せ
に
な

れ
る
よ
う
に
願
い
、
そ
れ
を
手
伝

う
こ
と
」
と
聞
い
た
こ
と
が
大
変

印
象
に
残
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

福
祉
の
仕
事
に
関
わ
っ
て
み
た
い

と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、
福
祉
施
設
訪
問
の
体

験
か
ら
、
相
手
を
よ
く
理
解
す
る

こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
認
知
症
を
良

く
理
解
し
、
世
代
に
関
係
な
く
み

ん
な
と
ふ
れ
合
う
こ
と
も
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。 

　
相
手
を
よ
く
理
解
し
、
お
互
い

に
助
け
合
う
こ
と
が
、
誰
も
が
幸

せ
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
第
一
歩

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？ 

 

相
手
を
よ
く 

　
理
解
す
る
こ
と 鈴木可奈子さん 

（２年・下関） 
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去
年
の
下
関
祭
り
に
、
私
を
含

め
た
七
人
の
小
学
六
年
の
女
子
が
、

踊
り
子
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。 

　
練
習
は
、
お
ば
あ
さ
ん
が
優
し

く
的
確
な
指
導
を
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
ま
た
、
当
日
で
は
、
青

年
団
の
方
々
が
踊
り
子
と
私
た
ち

を
支
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ

の
時
、
私
は
「
地
域
の
人
た
ち
の

声
援
が
あ
り
、
支
え
て
く
れ
る
人

た
ち
が
い
て
、
良
い
祭
り
が
で
き

る
ん
だ
な
」
と
感
じ
ま
し
た
。 

　
し
か
し
、
最
近
は
人
と
人
と
の

繋
が
り
が
希
薄
に
な
っ
て
い
る
と

聞
き
ま
す
が
、
皆
さ
ん
は
ど
う
感

じ
ま
す
か
。
私
は
、
み
ん
な
で
一

丸
と
な
り
、
笑
顔
で
祭
り
を
成
功

さ
せ
た
姿
に
感
動
し
ま
し
た
。
そ

の
良
い
繋
が
り
が
、
こ
れ
か
ら
も

ず
っ
と
続
い
て
い
っ
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。 

祭
り
で
学
ん
だ 

　
　
　
地
域
の
心 佐 藤 　 結さん 

（１年・下関） 

　
僕
は
今
年
、
村
の
ク
リ
ー
ン
作

戦
や
授
業
で
の
地
域
清
掃
を
体
験

し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
明
る
く
元

気
な
関
川
村
の
方
々
と
多
く
交
流

し
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
ク
リ
ー
ン
作
戦
で
は
、
小
さ
な

ゴ
ミ
も
し
っ
か
り
拾
う
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
方
の
や
る
気
を
感
じ
ま
し

た
。
ま
た
、
奉
仕
活
動
と
し
て
行

っ
た
清
掃
活
動
で
は
、
ゴ
ミ
を
ポ

イ
捨
て
す
る
人
に
対
し
て
腹
立
た

し
さ
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
自
然

を
守
る
大
切
さ
や
難
し
さ
も
感
じ
、

ゴ
ミ
を
減
ら
し
た
い
と
思
い
ま
し

た
。
僕
が
こ
の
よ
う
に
考
え
た
の

は
関
川
村
の
方
の
笑
顔
に
ふ
れ
、

言
葉
や
行
動
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
い

ろ
い
ろ
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
皆
さ

ん
も
自
分
か
ら
考
え
を
変
え
て
い

く
た
め
に
、
奉
仕
活
動
に
参
加
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

奉
仕
活
動
に 

　
　
　
参
加
し
て 阿 部 将 之さん 

（３年・金丸） 

　
「
自
分
に
は
友
達
が
必
要
」
と

思
う
人
は
こ
の
中
に
何
人
い
る
の

で
し
ょ
う
か
？
私
の
主
張
は
、
う

わ
べ
だ
け
で
な
く
、
本
当
の
友
達

を
持
つ
こ
と
は
と
て
も
大
切
で
、

そ
ば
に
友
達
が
い
て
く
れ
る
こ
と

は
幸
せ
で
あ
り
、
喜
び
で
も
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。 

　
私
が
考
え
る
本
当
の
友
達
と
は

「
あ
り
の
ま
ま
の
自
分
を
出
せ
る

人
」「
お
互
い
を
理
解
し
合
え
る
人
」

で
す
。
友
達
が
い
る
と
い
う
こ
と

は
当
た
り
前
で
は
な
く
、
幸
せ
な

こ
と
な
の
で
す
。
友
達
に
対
し
て

感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
か
？
大
切
な
友
達
に 

「
あ
り
が
と
う
」
の
一
言
を
伝
え

て
み
て
は
ど
う
で
す
か
？
こ
れ
か

ら
の
数
多
い
出
会
い
の
中
で
、
全

員
が
幸
せ
と
喜
び
を
実
感
し
て
い

け
る
よ
う
に
望
ん
で
い
ま
す
。 

友
達
と
は 

平 田 祐 衣 さん 

（３年・下関） 

ゆい 

まさ ゆき 

ゆ　　い 

陸
上
競
技 

 

■
期
日
　
７
月
27
・
28
日 

■
会
場
　
新
発
田
市
五
十
公
野 

　
　
　
　
公
園
陸
上
競
技
場 

■
成
績 

―
男
子
四
種
競
技
― 

▽
第
７
位 

　
　
近
　
正
人
（
３
年
・
幾
地
） 

　
　
　
　
　
記
録
　
二
〇
四
三
点 

柔
　
　
道 

 

■
期
日
　
７
月
27
・
28
日 

■
会
場
　
長
岡
市
市
民
体
育
館 

■
成
績 

―
男
子
個
人
戦
― 

▽
73
㎏
級
　
第
３
位 

　
高
橋
　
　
慧
（
３
年
・
大
石
） 

　
　
　
　
　
※
北
信
越
大
会
出
場 

―
女
子
個
人
戦
― 

▽
70
㎏
級
　
第
４
位 

　
佐
藤
　
彩
花
（
３
年
・
下
関
） 

　
　
　
　
　
※
北
信
越
大
会
出
場 

―
男
子
団
体
戦
― 

▽
第
３
位
　
関
川
中
学
校 

野
　
　
球 

 

■
期
日
　
７
月
27
・
28
日 

■
会
場
　
サ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド

　
　
　
　
分
水 

■
成
績 

▽
ベ
ス
ト
８
　
関
川
中
学
校 

県
中
学
校 

　
総
合
体
育
大
会 

■
期
日
　
７
月
28
日 

■
会
場
　
新
潟
テ
ル
サ 

■
成
績 

▽
銀
賞
　
関
川
中
学
校
吹
奏
楽
部 

県
吹
奏
楽 

　
下
越
地
区 

　
　
コ
ン
ク
ー
ル 

� わ
た
し
の
主
張
大
会
で
演
奏
を 

披
露
す
る
吹
奏
楽
部
の
皆
さ
ん 

関
川
中
健
児
の
活
躍 
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統合を前に 
　　最後の対抗戦 

第37回　関川村親善水泳大会 
７月28日　女川小学校プール 

○数字は順位。　＊敬称略 

－５年男子－ 

■50ｍ自由形 

①高橋　寛道（上土沢）　 42秒1 

②平田　和真（平内新）　 44秒3 

③平田　祐也（小見）　　 46秒4 

④渡辺　裕之（沢）　　　 47秒6 

⑤渡辺　裕貴（下関）　　 48秒1 

■50ｍ平泳ぎ 

①渡邉　　樹（南赤谷）　 59秒9 

②山口　雄大（蛇喰）　1分03秒2 

③渡邉　健斗（上関）　1分07秒6 

④野本　　晃（大島）　1分08秒6 

⑤渡辺　海斗（下関）　1分08秒7 

■50ｍ背泳ぎ 

①村田　遥紀（宮前）　1分16秒5 

②船山　勝輝（勝蔵）　1分17秒3 

 

－５年女子－ 

■50ｍ自由形 

①高橋　理彩（大石）　　 44秒4 

②瀬賀　百花（下関）　　 47秒9 

③河内保乃華（大石）　　 48秒2 

④小池　陽菜（下関）　　 51秒7 

■50ｍ平泳ぎ 

①沢田　茉優（大島）　1分13秒3 

②新野　　鈴（南赤谷）1分15秒1 

③駒沢　　優（鍬江沢）1分34秒3 

■50ｍ背泳ぎ 

①伊藤　実那（上関）　1分03秒9 

②込山姫奈子（上関）　1分04秒2 

③松田　　望（下関）　1分05秒1 

④河内　佳奈（沢）　　1分06秒2 

⑤長　　宏美（宮前）　1分13秒4 

 

－６年男子－ 

■50ｍ自由形 

①加藤　一樹（下関）　　 41秒3 

②佐藤　亨憲（下関）　　 44秒0 

③伊藤　雅史（南中）　　 45秒1 

④高橋　勝幸（鮖谷）　　 47秒9 

⑤山口　大知（蛇喰）　　 50秒2 

■100ｍ自由形 

①八幡　俊平（八ツ口）1分53秒4 

②栗原　竜樹（上関）　1分58秒8 

③篠田優太郎（下関）　2分06秒2 

④佐藤　弘志（下関）　2分11秒0 

⑤渡邉　駿太（上関）　2分13秒7 

■50ｍ平泳ぎ 

①大島　壱泉（上野新）　 51秒0 

②須貝恭太郎（高田）　　 58秒6 

③近　　　光（辰田新）　 59秒5 

④佐藤　杏太（安角）　1分00秒9 

■100ｍ平泳ぎ 

①伊藤　真生（辰田新）2分00秒7 

②佐藤　優太（大島）　2分01秒5 

③川村　航雅（下関）　2分02秒7 

■50ｍ背泳ぎ 

①松田　昴樹（上関）　1分02秒3 

■50ｍバタフライ 

①渡邉　光太（上関）　　 53秒1 

②鈴木　史昭（下関）　　 53秒8 

③鈴木　皓太（下関）　　 59秒6 

④安達　　捷（大石）　1分21秒1 

■100ｍ個人メドレー 

①小野　周平（下関）　2分04秒1 

 

－６年女子－ 

■50ｍ自由形 

①平田　里奈（松平）　　 37秒5 

②渡辺　　彩（上関）　　 44秒5 

③近　ちはる（蛇喰）　　 44秒5 

④高橋　愉紀（下関）　　 46秒3 

⑤渡辺　莉央（沢）　　　 57秒1 

■100ｍ自由形 

①新野　愛実（下関）　1分52秒3 

②伊藤　瑞穂（沼）　　2分05秒2 

③五十嵐　優（沢）　　2分40秒1 

■50ｍ平泳ぎ 

①横山　奈美（若山）　　 49秒3 

②磯部　彩芽（上関）　　 53秒0 

③中束　咲良（中束）　　 55秒6 

④高橋　尚子（大石）　　 56秒6 

■100ｍ平泳ぎ 

①伊藤　晴子（南中）　2分02秒4 

②松田　真依（下関）　2分21秒0 

■50ｍ背泳ぎ 

①渡辺　　唯（大島）　　 49秒6 

②本田知紗子（辰田新）　 53秒0 

③近　　朋香（蕨野）　　 55秒1 

④山口　真奈（下関）　1分01秒0 

⑤山口　奈緒（蛇喰）　1分03秒1 

■50ｍバタフライ 

①近　茉奈佳（上関）　　 52秒5 

②佐藤　亜美（蔵田島）1分02秒0 

③金　　凛花（辰田新）1分06秒2 

④長野　美咲（上土沢）1分08秒8 

■100ｍ個人メドレー 

①鳥屋　夢奈（宮前）　1分52秒6 

②斎藤　柚綺（上関）　2分10秒9 

 

－５・６年男女混合－ 

■25ｍ自由形 

①伊藤　美咲（上関）　　 31秒4 

 

－リレー－ 

■200ｍリレー（５年） 

①関小女子Ａ　　　　　3分11秒1 

②土沢小混合　　　　　3分31秒4 

③関小男子Ａ　　　　　3分43秒1 

■200ｍリレー（６年） 

①男女混合川北Ａ　　　2分52秒3 

②女川女子Ａ　　　　　2分53秒7 

③関小男子Ａ　　　　　2分54秒1 

■200ｍメドレーリレー（５・６年） 

①川北小混合　　　　　3分17秒2 

※混合大会新記録 

②女川混合Ａ　　　　　3分18秒5 

③関小女子Ａ　　　　　3分23秒9 
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随
想
リ
レ
ー 

66

鈴木精一郎先生 
（川北小学校　４年担任） 

10月１日号は、三浦泰介先生（関川中）に 

バトンタッチ！ 

　
卒
業
式
の
前
日
で
し
た
。
私
は
担
任
と
一

緒
に
体
育
館
で
六
年
生
と
卒
業
式
の
最
後
の

練
習
を
し
て
い
ま
し
た
。
練
習
を
終
え
て
教

室
に
戻
ろ
う
と
し
て
い
た
と
き
、
一
人
の
女

の
子
が
声
を
か
け
て
き
ま
し
た
。 

　「
先
生
、
私
の
夢
を
変
え
て
い
い
で
す
か
。

私
、
心
理
学
者
に
な
り
た
い
で
す
」 

　
そ
の
学
校
で
は
、
卒
業
証
書
を
も
ら
っ
た

後
で
自
分
の
将
来
の
夢
を
一
言
話
す
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
子
は
練
習
の
と
き

に
、
「
私
は
将
来
温
か
い
家
庭
を
作
り
た
い

で
す
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
も
い
い

夢
だ
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
時
期
に

子
ど
も
た
ち
に
将
来
の
夢
を
聞
く
と
、
「
ま

だ
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
」
と
言
う
子
が
何
人

も
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
私
は
い
つ
も
夢
を
言

葉
で
語
る
こ
と
の
大
切
さ
を
子
ど
も
た
ち
に

話
し
ま
す
。
憧
れ
で
い
い
か
ら
、
自
分
の
将

来
に
つ
い
て
考
え
、
卒
業
式
と
い
う
機
会
に

決
意
の
言
葉
と
し
て
言
い
き
っ
て
ほ
し
い
。

そ
う
す
る
こ
と
で
、
夢
に
向
か
っ
て
道
が
開

け
て
い
く
の
だ
と
。 

　
そ
の
子
は
、
私
の
言
っ
た
こ
と
を
受
け
止

め
て
、
担
任
で
も
な
い
私
に
自
分
の
決
意
と

し
て
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
を
、

と
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。 

　
卒
業
式
当
日
、
「
心
理
学
者
に
な
り
た
い

で
す
」
と
言
い
き
っ
た
、
そ
の
子
の
姿
を
見

て
、
憧
れ
や
夢
を
持
つ
こ
と
、
持
ち
続
け
る

こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。 

第
41
回
村
長
杯 

　
野

球

大

会
 

■
期
日
　
８
月
16
日 

■
会
場
　
村
ス
ポ
ー
ツ
公
園 

■
結
果 

▽
優
　
勝
　
下
　
関 

▽
準
優
勝
　
四
ケ
字
ド
リ
ー
ム
ス 

▽
第
三
位
　
九
ケ
谷 

▽
　
同
　
　
キ
ャ
ッ
ツ
ア
イ 

 

■
期
日
　
８
月
２
日 

■
会
場
　
柏
崎
市
陸
上
競
技
場 

■
成
績 

―
小
学
５
年
男
子
走
幅
跳
― 

▽
第
５
位
　
渡
辺
　
健
人
（
上
関
） 

　
　
　
　
　
　
記
録
　
３
ｍ
56
㎝ 

▽
第
７
位
　
渡
辺
　
樹
（
南
赤
谷
） 

　
　
　
　
　
　
記
録
　
３
ｍ
53
㎝ 

―
小
学
４
年
男
子
100
�
― 

▽
第
６
位
　
近
　
　
元
徳
（
宮
前
） 

　
　
　
　
　
　
記
録
　
15
秒
82
 

第
６
回
新
潟
県 

　
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上 

　
　
　
競
技
大
会 

■
期
日
　
８
月
12
日 

■
会
場
　
中
条
ゴ
ル
フ
倶
楽
部 

■
成
績 

―
小
学
５
・
６
年
生
女
子
の
部
― 

▽
第
３
位
　
瀬
賀
　
百
花
（
下
関
） 

第
13
回
ア
デ
ラ
ン
ス 

　
夏
休
み
子
ど
も 

　
　
ゴ
ル
フ
大
会 

第
５
回
胎
内
市 

　
ジ
ュ
ニ
ア 

　
　
　
卓
球
大
会 

■
期
日
　
８
月
９
日 

■
会
場
　
中
条
体
育
館 

■
成
績 

―
小
学
生
男
子
個
人
の
部
― 

▽
第
１
位
　
近
　
　
陽
貴
（
大
島
） 

▽
第
３
位
　
市
井
　
翔
大
（
山
本
） 

第
23
回
高
齢
者 

　交
通
安
全 

　ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会 

■
期
日
　
７
月
28
日 

■
会
場
　
ふ
れ
あ
い
ど
〜
む 

■
結
果 

▽
優
　
勝
　
下
　
関
チ
ー
ム 

▽
準
優
勝
　
高
　
田
チ
ー
ム 

▽
第
３
位
　
上
　
野
チ
ー
ム 

▽
敢
闘
賞
　
蛇
　
喰
チ
ー
ム 



ダ
ブ
ル 
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関川村食生活改善推進員の皆さん 

・木綿豆腐　400ｇ　・干ししいたけ　２枚 

・ひじき（乾）　あれば５ｇ　・くるみ　30ｇ 

・枝豆（さや付き）　80ｇ　・粉寒天　８ｇ 

・水　３カップ　・砂糖　適量　・みりん　適量 

・塩　少々 

（調味料） 

・水　適量　・砂糖　大さじ1/2　・しょうゆ　大さじ２ 

豆腐寄せ  
　寒天を使っているので、夏の暑い時期に冷やし

て食べてもさっぱりしています。具材を変えると、

通年食べられる一品です。 

①豆腐は粗くほぐして、熱湯でゆでる。 

②くるみは熱湯にくぐらせてアクをぬき、細かく刻む。枝

　豆はゆでて、さやから取り出しておく。 

③ひじきは水で戻す。干ししいたけも水で戻して、せん切

　りにする。 

④鍋にひじきとしいたけ、調味料を入れて、ひたひたの水

　で煮る。汁が少なくなるまで煮詰めてザルに上げ、残り

　汁はとっておく。 

⑤粉寒天は砂糖と予め混ぜてから３カップの水に溶かし、

　弱火にかける。沸騰の直前に残り汁とみりん、塩を加え、

　②④を入れてよく混ぜ、火からおろす。粗熱を取って、

　流し型に入れて固める。 

⑥固まったら流し型から取り出し、食べやすい大きさに切

　る。 

お
祭
り
だ
孫
も
曾
孫
も
飛
ん
で
ゆ
く
夫
も
　
　
　

高
橋
　
イ
ツ 

見
て
よ
と
空
を
見
上
げ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
愛
広
苑
） 

今
い
ち
ど
会
う
て
語
り
き
友
な
る
に
呼
び
声
　
　

須
貝
　
恵
美 

届
か
ぬ
常
夏
の
地
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
高
田
） 

ギ
ボ
シ
咲
く
季
節
は
悲
し
大
な
ゑ
で
崩
れ
し
　
　

小
池
　
啓
子 

瓦
の
傍
で
さ
揺
ら
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
下
関
） 

船
中
に
横
た
わ
り
い
る
人
々
の
姿
は
ジ
グ
ソ
ー
・
　

渡
辺
千
恵
子 

パ
ズ
ル
の
ご
と
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
上
関
） 

サ
イ
パ
ン
の
バ
ン
ザ
イ
・
ト
ラ
フ
に
身
を
捨
る
　

佐
藤
　
庄
七 

い
く
さ
の
悪
魔
に
追
わ
れ
る
住
民
　
　
　
　
　
　
　（
愛
広
苑
） 

66

短

　

歌 

（４人分） 

そ
ば 



鈴 木 忠 衛  

執筆者：佐藤貞治（「せきかわ歴史とみちの館」館長） 

せ
き
か
わ
川
柳
会
作
品
「
鎖
・
柱
」「
雑
詠
」 
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柱
に
キ
ズ
遠
い
昔
を
語
っ
て
る
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺
し
づ
い 

廃
家
に
も
漆
の
柱
凛
と
居
る
　
　
　
　
　
　
　
　

平
田
　
千
恵 

冗
談
が
い
つ
か
鎖
に
な
っ
た
仲
　
　
　
　
　
　
　

南
　
　
セ
ツ 

愛
犬
の
鎖
に
引
か
れ
散
歩
す
る
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
　
ノ
ブ 

共
白
髪
大
黒
柱
は
卒
寿
ま
で
　
　
　
　
　
　
　
　

本
間
　
イ
ミ 

鎖
で
も
や
っ
ぱ
り
あ
れ
ば
安
心
す
　
　
　
　
　
　

高
橋
　
イ
ツ 

軽
快
に
語
り
し
友
が
う
ら
や
ま
し
　
　
　
　
　
　

高
橋
　
イ
ツ 

う
わ
さ
だ
け
は
良
く
聞
こ
え
て
る
こ
の
耳
よ
　
　

高
橋
　
イ
ツ 

宝
物
錆
等
気
に
せ
ず
眺
め
て
る
　
　
　
　
　
　
　

高
橋
　
イ
ツ 

月
見
草
眠
む
た
げ
に
し
て
散
歩
道
　
　
　
　
　
　

渡
辺
し
づ
い 

梅
雨
晴
れ
て
祇
園
の
鉾
の
天
仰
ぐ
　
　
　
　
　
　

渋
谷
　
く
に 

白
桃
の
瑞
々
し
き
に
触
れ
て
み
る
　
　
　
　
　
　

南
　
　
セ
ツ 

水
遊
び
喜
々
と
た
わ
む
る
児
平
和
の
画
　
　
　
　

佐
藤
　
ノ
ブ 

窓
ガ
ラ
ス
磨
き
色
濃
し
百
日
紅
　
　
　
　
　
　
　

青
木
　
慶
一 

鮎
の
香
の
ほ
の
か
に
残
れ
る
水
鏡
　
　
　
　
　
　

五
十
嵐
貞
子 

　
歌
人
鈴
木
忠
衛
さ
ん
は
昭
和
三
年

九
月
二
十
六
日
関
川
村
下
関
に
鈴
木

忠
二
の
長
男
と
し
て
生
れ
た
。
小
学

生
の
頃
か
ら
長
塚
節
に
憧
れ
、「
土
」

を
読
み
な
が
ら
農
民
作
家
を
夢
み
て

い
た
。
し
か
し
家
庭
の
事
情
で
農
を

断
念
し
て
昭
和
十
八
年
高
等
小
学
校

を
卒
業
す
る
と
横
浜
市
の
軍
需
工
場

に
就
職
し
た
。
戦
後
、
昭
和
二
十
五

年
郷
里
で
「
鈴
木
ラ
ジ
オ
店
」
を
開

店
し
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
中
年
を

過
ぎ
た
頃
よ
り
詩
歌
ヘ
の
想
を
抑
え

難
く
短
歌
創
作
を
始
め
た
。
土
屋
文

明
の
「
短
歌
入
門
」
を
読
み
、
解
説

者
の
近
藤
芳
美
を
知
り
、
昭
和
六
十

三
年
「
未
来
短
歌
会
」
に
入
会
し
た
。

入
会
以
来
近
藤
芳
美
の
教
え
を
受
け

平
和
祈
念
の
歌
を
中
心
に
作
歌
を
続

け
た
。
平
成
九
年
古
希
を
迎
え
、
歌

集
「
越
路
の
涯
に
」
を
出
版
。
続
い

て
平
成
十
四
年
第
二
歌
集
「
星
霜
」

を
出
版
し
た
。
鈴
木
さ
ん
の
所
属
す

る
結
社
「
未
来
」
は
戦
後
ア
ラ
ラ
ギ

系
の
若
者
が
多
く
結
集
し
、
自
由
な

雰
囲
気
を
誇
っ
て
歌
壇
に
新
風
を
送

り
込
ん
だ
。
そ
の
主
宰
者
の
近
藤
芳

美
が
序
文
を
、
ま
た
主
要
同
人
の
小

野
寺
幸
男
か
ら
解
説
の
寄
稿
を
受
け

て
い
る
の
は
鈴
木
さ
ん
の
実
力
を
語

っ
て
い
る
。 

　
近
藤
芳
美
は
序
文
の
中
で
冬
は
雪

深
く
、
波
荒
れ
る
日
本
海
の
暗
さ
に

生
き
る
北
国
の
人
に
共
通
す
る
口
重

さ
と
共
に
、
ひ
た
す
ら
生
活
身
辺
に

関
わ
っ
て
う
た
う
質
実
な
生
活
詠
で

あ
る
と
評
し
て
い
る
。
ま
た
小
野
寺

幸
男
は
「
越
路
の
涯
に
」
の
冒
頭
の

一
首 

　
風
花
の
き
ら
め
き
飛
ぶ
を
見
て
い

た
り
北
国
に
住
む
寂
し
さ
の
果
て 

に
つ
い
て
、
美
し
く
寂
し
い
歌
で
あ

る
。
豪
雪
地
帯
に
住
む
と
い
う
厳
し

さ
は
な
い
。
あ
た
か
も
一
巻
の
序
歌

よ
う
で
象
徴
的
で
あ
り
、
後
に
い
く

つ
も
い
く
つ
も
歌
わ
れ
る
で
あ
ろ
う

こ
と
を
予
感
さ
せ
る
と
解
説
し
て
い

る
。
ま
た
歌
人
阿
部
昌
彦
は
次
の
よ

う
に
評
し
て
い
る
。
社
会
詠
に
優
れ

た
作
品
が
歌
集
に
多
く
見
ら
れ
る
が
、

中
で
も 

　
災
害
の
復
旧
の
な
り
し
こ
の
村
を

過
疎
と
て
逃
れ
る
わ
け
に
は
ゆ
か
ぬ 

　
故
郷
の
蘇
生
を
願
う
若
者
に
縁
談

遠
く
過
疎
進
み
ゆ
く 

　
屋
根
雪
を
下
ろ
し
続
け
て
半
世
紀

悔
い
も
迷
い
も
捨
て
落
と
し
来
ぬ 

と
、
故
郷
の
現
実
と
自
己
を
詠
ん
だ

作
品
も
心
に
響
い
て
く
る
。 

　
大
方
は
生
活
詠
・
社
会
詠
な
が
ら
、

時
折
、
関
川
の
自
然
に
深
く
入
っ
て

の
秀
歌
が
あ
る
。
そ
れ
の
背
景
に
は

宿
縁
の
「
寂
し
さ
」
が
漂
っ
て
い
る
。 

　
過
疎
の
村
な
れ
ど
八
千
三
百
人
達

が
お
る
溌
剌
と
し
て 

こ
の
歌
に
は
鈴
木
さ
ん
の
愛
郷
の
心

が
あ
る
。
そ
の
心
は
「
星
霜
」
の
最

後
を
飾
る
。 

　
戦
い
の
な
き
世
を
希
い
残
照
に
染

ま
る
荒
川
渓
谷
に
佇
つ 

　
鈴
木
忠
衛
さ
ん
は
短
歌
を
真
剣
に

詠
み
、
ま
た
村
の
短
歌
愛
好
者
に
熱

心
に
指
導
を
続
け
る
貴
重
な
存
在
の

人
で
あ
る
。 

○
著
書 

　
・
越
路
の
涯
に
　
六
法
出
版
社 

　
・
星
霜
　
　
　
　
六
法
出
版
社 

○
鈴
木
家
の
系
図 

　
　
初
代 

　
　
忠
二
―
忠
衛
―
聡
彦 

関

川

俳

句

の

会

作

品

 



N
o. 5
8
1
／
９
月
号
 

平
成
2
1
年
９
月
１
日
発
行
 

 

伊藤　薫さん 婦美子さん（下関） 

典　晃ちゃん（３歳） 

のり　　 あき 

　
甘
え
ん
ぼ
う
で
泣
き
虫
だ
け
ど
、
心
優
し
く
育
っ
て
く
れ
た
典
晃
。

マ
イ
ペ
ー
ス
で
電
車
が
大
好
き
。
典
晃
が
生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て
、
本

当
に
良
か
っ
た
。 

　
典
晃
の
笑
顔
で
元
気
に
な
れ
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
素
敵
な
笑
顔
と
優

し
い
心
を
大
切
に
し
て
ね
♡

●７月16日～８月15日までの届出● 
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平成21年７月末現在　（　）は前月対比 

世 帯 数　　2,064世帯（－１） 
総 人 口　　6,825　人（－５） 
　 男 　　　3,273　人（－１） 
　 女 　　　3,552　人（－４） 

転入　15人　　転出　11人 

出生　２人　　死亡　11人 （　　　　　　　　） 

す えな がくお 幸 せ に  

ごめい福をお祈りいたします 

稲家　次夫　さん　　55歳　　　桂 

平田　キミ　さん　　87歳　　下　関 

長野　憲夫　さん　　90歳　　上土沢 

中束　トラ　さん　　92歳　　中　束 

須貝　ユキ　さん　　87歳　　湯　沢 

須貝　アキ　さん　　81歳　　高　瀬 

佐藤　昭一　さん　　59歳　　上　野 

井浦　末作　さん　　85歳　　下　関 

　須　貝　敏　徳　さん　　高　田 
（菊　地）美代子　さん　（新潟市東区） 

　松　田　光　司　さん　　下　関 
（川　本）湖津江　さん　（北海道） 

�第91回全国高校野球選手権大会で、
日本文理高校の「Ｗなおき」、伊藤直輝
さんと若林尚希さんが大活躍し、準優勝
という大変うれしいニュースがありまし
た。決勝戦当日、私は関川中学校の大画
面モニターで生徒や村民の皆さんと応援
していましたが、二人が登場すると大声
援。また、９回の猛攻の時は、私も写真
撮影するのを忘れたくらい感動し、涙が
浮かんできました。 
�二人は、９月26日から開催する「ト
キめき新潟国体」にも出場します。さら
なるご活躍をお祈りします。（つ） 

お誕生おめでとうございます 

友希乃ちゃん（女）　蛇　喰 

　　　　　　山口　征樹・一 実 さん 

　樂　ちゃん（男）　平内新 

　　　　　　田村　寿幸・優 子 さん 

　ゆ き の  

　　がく 
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ミヤマリンドウ 

　リンドウ科の多年草で本州中部以北から北海道に

分布し、高山では比較的ポピュラーな花です。茎の

高さは５～10㎝で、数本まとまって株を作ります。

花茎の先に青紫～赤紫の花を１～５個つけ、花びら

５枚で間に副花片があり、ともに平開するのが特徴

です。漢名は深山竜胆で、根は漢方の竜胆（りゅう

たん）といい、苦味があり健胃剤として用いられま

す。中国では竜の胆に例え、日本は枕草子に音読み

で竜胆（りんだう）の表記があり、リンドウとなま

ったものといわれています。飯豊山に

は花冠がやや大型の変種があり、イイ

デリンドウと呼ばれています。 

栽培方法　自生地は高山の湿原など湿

り気があり、やや日当たりの良いとこ

ろです。乾きやすいので用土は小粒鹿

沼土と小粒赤玉土を６：４の割合で混

合し、水持ちの良い用土を使用します。

肥料は有機物の置肥を春と秋に与え、

薄い液肥を潅水がわりに使用すれば良

いでしょう。やや日当たりの良い場所

で育てますが、暑さに弱いので家の東

側で午前中ぐらい日光があたる場所が

理想です。 

◆六聖園（富樫幸子・上関） 


